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１ 研修主題及び副主題 

食に関する健康課題の改善に主体的に取り組み、望ましい食生活を実践しようとする児童の育成 

～全体計画に基づいた食に関する指導と校内組織で取り組む個別的な相談指導を通して～ 

 

 （１） 主題の意味 

「食に関する健康課題の改善に主体的に取り組む」とは、肥満ややせ等の食によって引き起

こされる健康課題の改善に向けて、自分で目標を決めて達成しようと行動することである。 

「望ましい食生活を実践しようとする児童」とは、望ましい食事のとり方や生活習慣を見直

し、実践しようとする児童のことである。そこで、本研究で目指す児童の姿を次のように設定

する。 

知識及び技能 
食が心身の成長や健康の保持増進のために欠かせないものであることを

知り、望ましい栄養や食事のとり方を理解することができる。 

思考力・判断力・

表現力等 

身に付けた知識を活用し、よりよい食生活を実践するためには何が必要

かを考え、適切に意思決定し行動することができる。 

学びに向かう

力・人間性等 

自分の食生活を見つめ直して、主体的によりよい食習慣を実践しようと

することができる。 

 

（２） 副主題の意味 

「全体計画に基づいた食に関する指導」とは、食に関する指導の全体計画に基づいた教科等

及び給食の時間における食に関する指導のことである。 

     「校内組織で取り組む個別的な相談指導」とは、学級全体における食に関する指導を通して、

全体での指導では解決できない個別性の高い課題について改善を促すため、校長のリーダーシ

ップの下、栄養教諭が中心となり、関係者と連携を図りながら個別的な相談指導を実施してい

くことである。 

 

（３） 主題設定の理由 

本校の児童は、給食の時間を楽しみにしており、残食率は１％程度と全体的にはよく食べて

いる。しかし、毎日のように量を減らしたり、苦手な食べ物だけを取り除いたりする児童がい

るなど、児童一人一人に目を向けると課題は少なくない。 

また、令和５年度全校児童を対象にした学校生活アンケートでは、「運動（体を動かすこと）

はどれくらいしているか。」という質問に「週３回以上している」と答えた割合が５５．５％、

「全くしていない・月に１～３日くらいしている」と答えた割合が１７．８％、と、体を動か

している児童とあまり動かしていない児童の二極化が見られる。さらに発育測定の結果から、

令和元年度には肥満傾向の児童の割合は６．８％であったが、令和６年度には７．４％と増加

している。肥満傾向の児童のアンケート結果に着目すると「晴れた日に運動場で遊んでいます

か。」という質問に「あまり遊んでいない・全く遊んでいない」と答えた割合が３１．３％、「社

会体育等を含め、普段運動しているか。」という質問に「全くしていない」と答えた割合が１５．

６％という結果がみられた。 

このことから、食と運動が密接に関わっており、健康な毎日を過ごすためには、全体計画に



基づいた食に関する指導に加えて、生活習慣や運動に関する指導を行うことが必要である。また、

食に関する健康課題を有する児童を対象に、校内組織で取り組む個別的な相談指導を行うことが、

児童の生涯にわたる心身の健康を培うだけではなく、次世代の親への教育につながると考え、本

主題を設定した。 

 

２ 研究内容の概要 

（１） 研究の目的 

食に関する健康課題の改善に主体的に取り組み、望ましい食生活を実践しようとする児童の

育成を目指すために、全体計画に基づいた食に関する指導と校内組織で取り組む個別的な相談

指導の在り方を究明する。 

 

（２） 研究の仮説 

全体計画に基づいた食に関する指導と校内組織で取り組む個別的な相談指導において、コー

ディネーターとしての栄養教諭の役割を明確にして取り組むことで、望ましい食生活を実践し

ようとする児童を育てることができるであろう。 

【手だて１】 

    年間計画に基づいた学校全体の取組（体育指導部、給食・食育指導部、生活指導部） 

【手だて２】    

個別的な相談指導の実施 

 

（３） 研究の構想 

校内組織にある三部が連携を図りながら、全体計画に基づき食に関する指導を行うとともに、

個別性が高く、継続的な指導が必要であると考えられる児童に対して、組織的に個別的な相談

指導を行うことで、自らの健康課題の改善に主体的に取り組み、望ましい食生活を実践しよう

とする児童を育成できると考える【図 1】。 

 

 

【図 1】 研究構想図 

 



３ 研究の実際 

（１） 年間計画に基づいた学校全体の取組（体育指導部、給食・食育指導部、生活指導部） 

    健康に関するアンケート結果から、基本的な生活習慣と適度な運動、食事のとり方にアプロ 

   ーチする必要があると分析した。そこで、生活指導部、体育指導部、給食・食育指導部の担当 

教員と結果を共有し、各部の取組につなげた。 

 

  ア 生活指導部の取組～基本的な生活習慣づくりへのアプローチ～ 

 筑紫女学園大学 准教授 大西 良氏を講師に招き、６月、１１

月、２月の３回にわたり「睡眠の大切さ」について学習を行った【資

料 1】。睡眠と生活習慣には密接な関係があり、体と心の成長に欠か

せないものであることを理解させることができた。 

 

イ 体育指導部の取組 

     体育の時間の始めに鬼ごっこを行うことで、運動量を増やしてい

くことを全教員で確認した。また、体育指導部の教員と打ち合わせ

を行い、休み時間等を活用した「スポーツチャレンジ」という短縄

や長縄跳びの記録に挑戦する取組をつくった。その結果、多くの児

童が運動場に出て、楽しむ姿が見られた【資料 2】。 

 

ウ 給食・食育指導部の取組 

     食に関する指導の全体計画に基づき、全学年において計画的な食

に関する指導を実施した【資料 3】。具体的には、栄養教諭を活用し

た教科等や給食の時間における食に関する指導、学級担任による給

食指導を徹底した。また、家庭に学習した内容を食育だより等で共

有することで、児童は食に関する知識を深めることができ、行動変

容につながった。 

 

（２） 個別的な相談指導の実施 

  集団指導では解決が困難であり、かつ個別性の高い健康課題を抱えている児童については、

個別的な相談指導を実施した。 

 

ア 発育測定による肥満度分析と児童及び保護者へのアンケートによるスクリーニング 

４月の発育測定後、全児童の肥満度を算出し、分析を行 

った【資料 4】。また、全保護者を対象にしたアンケートで 

は、回答が得られた３６８名の内「食に関することで、悩ん 

でいることはあるか。」という問いに９０名が「ある」と答 

えた。さらに「栄養教諭との面談を希望するか。」という問 

いには、９名が「希望する」と回答した。栄養教諭との面談 

を希望した９名のうち、辞退された２名を除く７名と面談 

を実施した。１回目は、家庭での様子や家庭における食事量 

や内容等の聞き取りを中心に行った。面談後は、その内容 

を簡潔に面談シートにまとめ、校内委員会で協議した。 

その結果、個別性が高く、学校における個別的な相談指導が有効であると考えられる３名 

に対して継続的な指導を行うこととした。 

 

【資料 2】休み時間の様子 

【資料 3】学級活動の様子 

【資料 1】授業の様子 

【資料 4】発育測定（4 月）による肥満度の分布 



イ 個別的な相談指導の実際 

      【偏食及び摂取量が少ないＣ児（痩身傾向）】 

 

 

・Ｃ児：１年生男児 

・身長：112.9㎝ 体重 15.6kg 肥満度-20.7％ 

・ご飯、肉類、魚類、納豆は食べるが摂取量は少ない(ご飯は 100g程度) 

・野菜は全く食べない(食べられる野菜はない) 

・間食は、ほとんど食べない 

・学校給食では、苦手な野菜が入っていると手を付けていない 

       ・推定摂取エネルギー：750～800kcal/日 

 

 

 体重を成長曲線３パーセンタイル（16.7㎏）にのせるため、 

① 給食では 300kcal程度の摂取のため、摂取量を維持させる。 

② 家庭において、ご飯を一口程度(15g)増やし、23kcal×2回(朝夕)で 46kcal 増 

         帰宅後の間食(おにぎり 50g)で 78kcal増 

         １日の摂取エネルギーを 124kcal増やす 

      

 

 

       目標：ご飯を一口多く食べる 

期間：6月 3日～7 月 24 日（初回面談日～2回面談日） 

 

 

・給食では、担任に量を調整してもらう。 

・学校から帰宅したら、間食(おにぎり等)を食べる。 

 

 

集団指導…「食べ物の働きについて知ろう」（学級活動） 

「野菜の名前を知ろう」（給食の時間における食に関する指導） 

個別指導…使われている野菜の名前と特徴、食べ方の工夫 

 

 

 学級担任：給食の量の調整、喫食状況の確認 

栄養教諭：目標量の確認、面談の実施、給食時間の指導（使用野菜等の紹介） 

  養護教諭：体調面の聞き取り、面談内容の共有 

   管理職 ：指導状況の把握 

 

＜再アセスメント＞ 

毎日、教室を訪問し声かけをしてきたが、信頼関係を築くことができず、Ｃ児との面

談や個別指導はできなかった。また、他児と同様の声かけをしてプレッシャーにならな

いように努めたが、給食時間の表情が暗いことが多くなった。さらに、猛暑の影響かご

飯を減らす姿が増え、給食からの摂取エネルギーが減った【資料 4】。２回目の保護者

 

 

 

 

 
＜アセスメント＞ 

＜栄養補給計画＞ 

 
＜個人短期目標の設定と実施期間＞ 

＜行動計画＞ 

＜栄養教育計画＞ 

＜連携計画＞ 



面談では、間食をしなかったこと、家庭での摂取量や

内容に変化がなかったことを確認した。夏休みには、

３食きちんと食べること、牛乳の摂取を続けること、

栄養補助食品による間食を提案した。しかし、保護者

によれば、栄養補助食品については、あまり食べない

だろうとのことだった。 

１０月の発育測定において、さらにやせが進行して

いたため、校内委員会において、まずは食べられる食

品を増やしたり、食べようとする意識を高めたりする

方が先決であるとの意見がでた。 

        そこで、全体計画では１２月に予定をしていた学級 

活動を１１月に実施することとした。「たべもののはた 

らきをしろう」というめあてにしたが、詳しい働きで 

はなく、食べ物には「体を作る」、「体を動かす」、「体 

を守る」働きがあり、いろいろな食べ物を食べること 

が大切であることに気付かせることをねらいとした。 

C児の学習プリントには、目標として「ちょっとだけ 

たべる。」と書かれており、２日間達成することができ 

た【資料 5、6】。 

 

＜評価＞ 

  成果指標(○：80％以上 △：40～80％ ×：40％未満)  活動指標 

 

 

 

 

 

 

   

その後も家庭や給食における変化は見ら

れなかった。しかし、集団指導後の学習プリ

ントに「みそ汁の汁を飲んでくれた。」と保護

者からのコメントが書かれていた【資料 7】。

それを機に給食でも「スープは飲んでね。」と

いう学級担任の声かけで一口は飲むように

なった。さらに５月と授業前のアンケートで

は「苦手な食べ物が出たときにどうしていま

すか。」という問いに「全部残す。」と回答していたが、授業後の１月のアンケートでは「一

口は食べる。」に回答していた。少しではあるが、Ｃ児にも変化が出てきた。校内委員会に

おいても、今後も保護者と連携を密に取りながら、継続して支援をしていくこととした。 

 

 

４ 全体考察 

 （１） 食が心身の成長や健康の保持増進のために欠かせないものであることを知り、望ましい栄

養や食事のとり方を理解することができる子ども（知識及び技能） 

【資料 7】C児学習プリント保護者記入欄 

【資料 5】C児学習プリント 

【資料 6】C児学習プリント 

【資料 4】推定摂取エネルギー 

内容
日数
（日）

実施率
（％）

評価

個人目標 ご飯を一口多く食べる 3/82 3.8 ×

学級担任に給食の量を調整してもらう 14/31 45.2 △

帰宅後、おにぎり等の間食をする 2/31 6.5 ×

行動計画



     「食べ物と健康には関係があると思いますか。」 

という問いに「あまり思わない・全く思わない」 

と答えた児童が１２．９％から８．４％に減少し 

た【図２】。全体計画に基づいた計画的な食に関 

する指導が学校全体の食への興味関心を高める 

ことにつながった。 

 

（２） 身に付けた知識を活用し、よりよい食生活を実践するためには何が必要かを考え、適切に

意思決定し行動することができる子ども（思考力・判断力・表現力等） 

５月実施のアンケートでは、「食べ物と健康に

は関係があると思いますか。」という問いに「あま

り思わない・全く思わない」と答えた児童が８．

４％であったが、１月実施では、３．０％となっ

た【図３】。全体計画に基づき、各学年で実施した

教科・領域や給食時間における食に関する指導で

自己管理能力の向上につながったと考えられる。 

 

（３） 自分の食生活を見つめ直して、主体的によりよい食習慣を実践しようとすることができる

子ども（学びに向かう力・人間性等） 

「苦手な食べ物が出たときにどうしますか。」

という問いに、「全く食べない」が４．４％から

２．３％と減少した【図４】。特に１年生は、偏食

傾向の児童が多く、給食の残食も多かったが、偏

食の改善を対象とした児童２名を中心に集団指

導や個別的な相談指導を行った結果、どの児童も

自分の食生活を見つめ直して、よりよい食習慣を

実践しようとする力を身に付けることができた

と考える。実際に、１年生３学級の給食の残食量

は減少した【資料 8】。 

 

５ 研究の成果と課題 

（１） 成果 

◯ 「食」だけではなく、「運動不足」や「生活習慣の乱れ」などの児童の実態を校内で共有し、

栄養教諭が中核となり、組織的に取組を行うことができた。 

   ◯  栄養教諭と養護教諭、学級担任等、対象児童に関わる教職員の役割を明確にし、組織的に個

別的な相談指導を行うことができた。また、栄養教諭が行う「食に関する個別的な相談指導」

について、他の教職員の理解を広げることができた。 

 

（２） 課題 

   ◯ 継続的な食に関する指導を行うためには、栄養教諭の職務から参画の仕方を見直す必要があ

る。 

   ◯ 個別的な相談指導が必要であると考えられる児童に対して、保護者の理解と協力を得るのが

困難な部分があった。長期的な取組となる場合もあるため、対象児童や保護者に寄り添いつつ、

無理のない支援の工夫をしていく必要がある。 

 

【図３】5月と 1月のアンケート結果 

【資料 8】1 年生の 11 月と 1 月の残食 

【図４】5月と 1月のアンケート結果 

【図２】5月と 1月のアンケート結果 



令和６年度 栄養教諭を中心とした食に関する指導の推進校事業報告 

 飯塚市立穂波東小学校 

                                   栄養教諭 渕上加寿子 

 

１ 研究主題及び副題 

  主題：食の自己管理能力を高める児童の育成 

副主題：教科等での学びと家庭実践をつなぐ朝食いきいきシートの活用 

 

(1) 主題設定の理由 

ア 現代社会の要請から 

現代社会の子どもの食生活において、偏った栄養摂取や不規則な食事などの食生活の乱れに対する

問題が挙げられる。また、肥満や過度の痩せ、アレルギー等の疾患への対応に見られるような増加しつ

つある生活習慣病の問題も顕在化しており、食生活との関係性が指摘されている。さらに、第４次食育

推進計画（令和３年度制定）では、令和７年度までに、朝食を欠食する子どもの割合を０％にすること

を目標として掲げている。このように、現代の子ども達には、栄養や食事のとり方などについて、正し

い基礎知識に基づいて自ら判断し、食生活をコントロールしていく食の自己管理能力が必要であり、

食の自己管理能力を高めようとする児童の育成をめざす本研究は意義深いと考える。 

イ 学習指導要領から 

小学校学習指導要領第１章総則では、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常の生活において

適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基

礎が培わられるよう配慮することが示されている。また、家庭科において、Ｂの（１）食事の役割では、

食事は、健康を保ち、体の成長や活動のもとになることや、規則正しい食事が生活のリズムをつくこ

と、朝食を食べることによって学習や活動のための体の準備ができることなどにも触れながら、食事

の役割を理解できるようにすることが求められている。このように、体育科保健領域や家庭科などの

教科と関連付けながら児童の食の自己管理能力を高めていくことは、児童のよりよい食生活を実践し

ようとする態度を養うためにも、大変意義深いと考える。 

ウ 児童の実態から 

令和６年６月に、本校の４、５、６年生の児童対象に行った食に関するアンケート結果では、自分に

とって毎日の食事が、「とても大切である」「少し大切である」と答えた児童は、97％であった。しかし、

朝食喫食に関する項目で、実際に「朝食を毎日食べる」と答えた児童は、83.3％であった。この結果は、

令和５年度の全国学力・学習状況調査の全国平均（93.3％）や福岡県平均（91.4％）と比べ下回ってい

る。また、調理能力に関する項目で「朝食を一人で作ることができる」と答えた児童は 49％であるが、

保護者対象のアンケートでは、39.2％が「子どもとほとんど一緒に料理をしない」と回答しており、最

も多かった理由は、「時間がない」（64％）であった。さらに、朝食を食べない理由は、「おなかがすい

ていない」「食べる時間がない」「眠たい」が上位を占めていた。睡眠の質問に対しては、22 時以降に

寝ている児童の割合は 37％であったため、午前中の体調に関する項目において、学校がある日の午前

中の体調も、眠たいと答えた児童が 33.7％であった。 

これらのことから、本校の４、５、６年生の児童は、食事の大切さについては理解しているが、食生

活と日常生活との関連についての理解は不十分であることがうかがえる。また、理解したことを実際

の生活にいかす意識や能力も十分ではない実態であると考える。 

このように、各教科や給食時間の指導など様々な機会で学び得た食の知識・情報に基づき、日常生活

の中から課題を見いだし、自分の力で改善しようとする児童を育成することは大変意義深いと考える。 

 

(2) 主題の意味 

「食の自己管理能力を高める児童」とは、食に関する学習で学んだ知識・技能を基に、日常生活の中



から食生活に対する課題を見いだし、自ら食生活を改善する力を向上させる児童の姿のことである。

本研究における食の自己管理能力を高める児童の姿は以下の通りである。 

〈知識・技能〉 
食事の大切さや料理・食品を組み合わせて摂る必要があることを

理解する姿 

〈思考力・判断力・表現力等〉 
健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決

定をして行動する姿 

〈学びに向かう力・人間性等〉 
食事に興味・関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるために、

よりよい食生活を実践しようとする姿 

 

(3) 副主題の意味 

「教科等での学びと家庭実践をつなぐ朝食いきいきシートの活用」とは、学校と家庭が連携し、児童

が各教科等で学習したことについて家庭での習慣化を図るために、担任、養護教諭、栄養教諭がそれぞ

れの役割を果たしながら、教科の目標や内容に即した指導において朝食いきいきシートを効果的に利

用することである。 

 

２ 研究内容の概要 

(1) 研究の目標 

食の自己管理能力を高める児童の育成を目指すために、担任、養護教諭、栄養教諭が連携し、教科等

での学びと家庭実践をつなぐ朝食いきいきシートの活用の在り方を究明する。 

 

(2) 研究の仮説 

次のような手立てを取れば、食の自己管理能力を高める児童を育てることができるであろう。 

・手立て１ 理解を実践につなぐ指導目標を明確にした教科等の指導 

食事の大切さや料理・食品を組み合わせて摂る必要があることを理解し、健全な食生活を実現す

るために何が必要かを考え、適切に意思決定することができるように、担任と養護教諭、栄養教諭が

連携して学習内容・教材を検討し、朝食いきいきシートの活用につなぐ教科等の学習指導を行う。 

・手立て２ 家庭での実践に生かす朝食いきいきシートの活用 

 食事に興味・関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるために、よりよい食生活を実践しようと

することができるように、発達段階に応じて意識付け・動機付けや日常化・習慣化を促す朝食いきい

きシートの活用を図る。 

 

(3) 検証方法 

 本研究における検証方法は以下の通りである。 

 

(4) 研究構想図 

児童が食に関する課題を見いだし、解決を図っていく過程において食の自己管理能力を高めること

ができるように、まず、児童と家庭の実態把握を行い、担任、養護教諭、栄養教諭で課題の共通理解を

図る。次に、食に関する指導を行い、朝食いきいきシートを活用して、家庭での実践を行う。さらに、

朝食いきいきシートを活用した家庭実践を繰り返すことで、自分の食生活を振り返り、課題を見いだ

し、よりよく改善しようとする児童を育成できると考える（図１）。 

 

      自己管理能力 検証方法 

手立て１ 
〈知識・技能〉 学習プリントの記述内容 

〈思考力・判断力・表現力等〉 学習プリント、事前・事後アンケートの記述内容 

手立て２ 〈学びに向かう力・人間性等〉 
朝食いきいきシート事後の発表や発言などの振り返

りと児童観察 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 研究の実際 

ア 実践１ 第４学年 体育科保健領域「体の成長とわたし」  

 

 

 

 

 

 

 

実践１では、第４学年体育科保健領域の単元「体の成長とわたし」の４次「よりよく成長するための

生活」において、以下のようなことをねらいとした。 

 目的（ねらい） 

授業中 
体をよりよく発育・発達させるためには、適切な運動、食事、休養及び睡眠が必要であ

ることを理解し、何が必要かを考え、適切に意思決定することができるようにする。 

授業後 
健康な生活に関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるために、よりよい食生活を実

践しようとする。 

７月に実施した体育科保健領域「よりよく成長するための生活」では、担任、養護教諭と連携し、そ

れぞれの専門性を生かして運動・睡眠及び休養・栄養についての学習を行った（手立て１）。その後、

給食時間における食に関する指導において、朝食の必要性について学習し、

給食の献立を活用したおにぎり作りを行った（手立て２）。その際、朝食い

きいきシートに合わせて、おにぎり作りの写真と動画を提出する「トライカ

ード」に取り組んだ（手立て２）。次に、始業式後の１週間に２回目の朝食

いきいきシートの活用を図った。ここでは、４年生の保健の学習との関連を

図り、寝る時間と起きる時間を項目に追加し、毎日の結果を比較できるよう

に項目を点数制に変更した（資料２）。その際、児童には、夏休みの生活か

ら学校生活に戻る必要性を考えさえるため「生活リズムを整えよう」という

動画を視聴する場を設けた。すると、取り組み期間中に、毎日、朝の会の時

間に、朝食いきいきシートに記入し、前日からの点数の変化に着目し、そ

の変化の要因を考える児童の姿が見られた。さらに、運動会前の５日間、
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資料１ 体育科保健領域と朝食いきいきシートを関連付けた計画 
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資料２ シート（一部抜粋） 



３回目の朝食いきいきシートの活用を行った。早寝、早起き、朝ご飯を毎日続けることで、ベストの体

調で運動会本番を迎えられるように、活用前に「朝ご飯を食べよう」の動画を視聴する場を設け、その

後、結果をもとに５日間の振り返りを行い、事後のアンケートを行った。 

〇手立て１の考察 

体育科保健領域の授業後のリフレクションでは、86.6％の児童が睡眠か食事に対して記述が見られ

た。そのうち「体が成長するためには、早ね、早起きをしたり、たんぱく質、カルシウム、ビタミンを

とったりすることが大切」などと睡眠と食事を組み合わせて記述した児童の割合は 50％であった。こ

のことから、児童が、健康な食生活には、睡眠や食事が大切であることを理

解できたことが分かる。また、児童は、資料３のように、自分自身の食生活

をどのようにしていきたかなどを記述していた。これは、健全な食生活を実

現するために何が必要かを考え、適切に意思決定したことが分かる。 

〇手立て２の考察 

資料４は、夏休みに朝食の１品（おにぎり）作りに取り組んだ感

想である。資料４の下線部①のように、朝食に対する意識が向上し

た児童も見られた。さらに、トライカード後にも 40％の児童が夏休

み中に再度おにぎり作りを行い、45.6％の児童が、おにぎり作り以

外にパンを焼いたり、目玉焼きを作ったりしていた。このことから、

健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定

をして行動したことがうかがえる。 

さらに、朝食いきいきシートの取組の中で、朝食を食べることを

「毎日気にしていた」「ときどき気にしていた」と回答した児童の

割合は、９月と 10月とも約 87％であった。このことから、児童は食事

に興味・関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるために、よりよい

食生活を実践しようとしていたことが分かる。また、資料５の２回目の

振り返りから、食事の大切さや料理・食品を組み合わせて摂る必要があ

ることを理解したことを基に、健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定を

して行動することができたことを自覚していることが分かる。さらに、資料６の３回目の朝食いきい

きシートの振り返りから、自分の生活の中から、睡眠や朝食について振り返りを行うなど、朝食いきい

きシートを行うことで、自分の生活を見直す姿が見られた。このことから、食事に興味・関心をもち、

健全な日常生活の基盤を支えるために、よりよい食生活を実践しようしたことが分かる。 

以上のことから、教科と給食時間における食に関する指導を関連づけ、その後、３回の朝食いきいき

シートを行ったことは、食に関する学習で学んだ知識・技能を基に、日常生活の中から食生活に対する

課題を見いだし、自ら食生活を改善する力を向上させる上で、一部有効であったと考える。 

 

イ 実践２ 第６学年 家庭科「まかせてね 今日の食事」 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践２では、第６学年家庭科「まかせてね 今日の食事」の題材を中心に、以下のようなことをねら

いとした。 

専
門
性
を
生
か
し
た 

家
庭
科
教
育 

「
ま
か
せ
て
ね 

 

今
日
の
食
事
」 

・
献
立
作
成
に
よ
る 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
理
解 

・
ト
ラ
イ
カ
ー
ド 

（
一
食
分
作
り
） 

・
全
校
へ
の
発
表 

資料７ 家庭科領域と朝食いきいきシートを関連付けた計画 
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授業での活用 授業外での活用 
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資料３ リフレクションの一部 

資料６ ３回目振り返り 

朝
食
い
き
い
き
シ
ー
ト

（
２
回
目
） 

※
２
学
期
開
始
１
週
間 

※
睡
眠
関
連
項
目
を
追
加 

・
食
に
関
す
る
指
導 

「
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ

う
」 

・
１
、
２
回
目
の
振
り
返
り 

朝
食
い
き
い
き
シ
ー
ト

（
３
回
目
） 

※
運
動
会
前
５
日
間 

※Ⅰ

Ｃ
Ｔ
の
活
用 

・
食
に
関
す
る
指
導 

「
朝
ご
飯
を
食
べ
よ
う
」 

・
３
回
目
の
振
り
返
り 

資料４ おにぎり作りの感想 

① 



目的（ねらい） 

授業前 
朝食を食べることの大切さや料理・食品を組み合わせてとる必要があることを、理解で

きるようにする。 

授業中 
１食分の献立と環境に配慮した調理に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身につ

け、栄養のバランスを考えた１食分の献立を工夫することができるようにする。 

６年生は、１学期に家庭科「朝食から健康な１日の生活を」において、朝食の役割と栄養、炒める調

理について学習している。その後、４年生と同様の時期に、朝食いきいきシートと朝食作りの写真を提

出する「トライカード」を実施した（手立て２）。複数回、朝食いきいきシートを実施する中で、児童

は自分自身の朝食で、３色の食品グループの不足等に着目することができた。また、３回目の朝食いき

いきシートの振り返りを行う際には、「パンのみの朝ご飯では、緑・赤がそろわない。」「ご飯の場合、

ご飯とみそ汁の組み合わせになることが多いため、赤・黄・緑がそろう。」などの発言が見られた（手

立て２）。その後、家庭科「まかせてね 今日の食事」では、「献立を工夫について」の学習の中で、献

立の組み合わせについて学習し、１食分の献立を作成した。その後、一食分の献立作成を行うトライカ

ードを行った（手立て１）。 

〇手立て２の考察 

１回目の朝食いきいきシートでは、１学期の学習を活かし

て、76.7％の児童がトライカード（朝食作り）の実施も行っ

た。また、図２は、朝食いきいきシートの平日５日間の栄養

バランスの変化である。回数を重ねるごとに、栄養バランス

の食品グループが、１色を３日間以上だった児童が減少して

おり、２色以上を３日間以上食べている児童が増加している。

また、資料８の下線部②ように、自分自身の食生活の課題を見つける

ことができていた。これは、児童自身が自分の食生活を振り返り、食

品を組み合わせてとる必要があることを、理解できたことが分かる。 

〇手立て１の考察  

家庭科「まかせてね 今日の食事」の「献立を工夫して」の学習で、

１次では、77.3％の児童が主食、主菜、副菜の献立を考えることがで

き、63.6％の児童が、考えた献立を３つの食品グループに分けること

ができた。２次では、ペアで栄養バランスの視点に着目しながら、ア

ドバイスをし合う活動の中で、児童は、考えた１食分の献立の改善点

に気づき、「赤・黄・緑がそろうと、栄養バランスがよい献立になる」

や「朝食いきいきシートで、赤・黄・緑がそろうとよいと学習した」

などの発言が見られた。また、資料９のように、友達からの意見を受

けて献立の見直しを行うことができた児童もおり、95.3％の児童が３

つの食品グループと五大栄養素を整えた主食、主菜、副菜の献立を考えることができた。これらのこと

から、児童が、栄養バランスを考えた１食分の献立を工夫することができたことが分かる。 

以上のことから、３回の朝食いきいきシートを実施する中で、朝食に食品を組み合わせて食べるこ

との大切さに気づき、日常生活の自分の課題を見いだし、その後、１食分の献立を考えるための知識、

技能を家庭科で学ぶことは、自らの食生活を改善する力を向上させる上で、一部有効であったと考え

る。 

 

３ 研究の成果と課題 

(1) 成果   

ア 食事の大切さや料理・食品を組み合わせて摂る必要があることを理解する姿（知識・技能） 

朝食を「毎日食べている」と答えた児童は、83.3％（６月）から 86.2％（１月）と大きな変化は見

資料８ ３回目振り返り 

資料９ 献立作成見直しシート 

② 
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られなかったが、朝食の内容の結果である図３では、

１つの食品グループしか食べてなかった児童の減少が

見られた。また、３回目の朝食いきいきシート実施後

のアンケート結果である 10 月と１月でも同程度の結

果となっており、これは、継続的な実践が感じられた。

このことから、授業や給食時間における食に関する指

導と関連付けて、朝食いきいきシートを複数回活用す

ることより、児童は、食事の大切さや食品を組み合わせ

てとる必要を理解することができたと考える。 

イ 健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定をして行動する姿（思考力・判

断力・表現力） 

１月のアンケート結果では 94.5％の児童が日頃の食事に関心があると答えている。６月のアンケー

ト結果では、1 項目しか食事で関心がある内容を選んでいなかった 27.3％の児童が、１月では 16.8％

に減少していた。また、「栄養バランス・調理方法・食品」など、複数項目の内容を選んでいる児童が

増加していた。このことは、児童が、健全な食生活を実現するため

に、何が必要か考えることができたと考える。睡眠の項目を追加し

た２、３回目朝食いきいきシート期間中には、約８割の児童が睡眠

を気にしていたと回答しており、早寝早起きと朝食の振り返りが

できていた（資料 10）。このことは、養護教諭や栄養教諭が保健だ

よりや食育だよりなどで家庭に啓発したことや、食に関する指導等

で生活リズムについて指導したことが、表１のように、午前中の

児童の午前中の体調について改善が見られた成果だと考える。こ

れらのことから、健全な食生活を実現するために、何が必要かを

考え、適切に意思決定をして行動することができたと考える。 

ウ 食事に興味・関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるために、よりよい食生活を実践しようと

する姿（学びに向かう力・人間性等） 

自分にとって毎日の食事が「とても大切である」「すこし大

切である」と答えた児童は、97％（６月）から、98.9％（１月）

と大きく変化は見られなかった。しかし、８割近くの児童が、

家庭で調理などの実践を行い、その実践後も再度行っている様

子が見受けられた。そして、表２より、調理や朝食に関して 1 人でできるという回答した割合が増え

ていた。特に、81.2％の４年生児童は、1月に、自分だけで「おにぎりを作ることができる」と回答し

ており、実践１の取組から家庭でできることが増えていることが考えられる。また、６年生も自分だけ

で「野菜を炒める」「ご飯を炊く」など、家庭で自分だけでできることを複数項目組み合わせて回答し

ている児童が増えている。このことから、食事に興味・関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるた

めに、よりよい食生活を実践することができたと考える。 

 

(2) 課題  

●食に関する全体計画に「朝食いきいきシート」と教科等の関連について位置づけ、よりよい食生活の

定着のため、継続した指導が必要である。 

●令和７年１月の食生活アンケート（４、５、６年生）では、3.6%の児童が朝食を欠食しており、その

中には、家庭での実践に取り組めていない児童がいる。これらの児童に対しては、担任や養護教諭と連

携し、個別指導や家庭への啓発などさらなる支援が必要である。 

 ５月 ９月 10 月 １月 

普通＋元気 47.6％ 68.2％ 62.9％ 58.5％ 

眠たい 33.6％ 25.0％ 27.1％ 24.0％ 

 

５月 １月 

一人で調理をすることができる 71.4％ 79.2％ 

朝食を一人で準備をすることができる 83.2％ 89.2％ 

表２ 調理に関するアンケート (n=300) 

 

資料 10 シート振り返り 

 
表１ 平日の午前中の体調  (n=300) 
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